
奈
良
。
平
城
京
左
京

（企
δ

五
条
五
坊
七
坪

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
西
木
辻
町
四
七
番
地

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
九
月
九
日
ｔ
十
二
月
十
六
日

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
中
井
　
公

。
西
崎
卓
哉

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
辻退
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
地
は
、
平
城
京
の
条
坊
で
は
、　
左
京

（外
一δ

五
条
五
坊
の
七
坪
と

十
坪
と
に
ま
た
が
る
地
域
に
相
当
す
る
。
ビ
ル
建
設
に
伴
な
う
事
前

の
調
査

で
、
発
掘
面
積
約
二
四
五
〇

ｍ
に
及
ぶ
が
、
外
京
域
に
お
い
て
は
、
従
来
、
寺

院
を
除
い
て
は
ほ
と
ん
ど
調
査
の
例
が
な
く
、
本
調
査
が
、
は
じ
め
て
の
本
格

的
な
発
掘
調
査
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

調
査
の
結
果
、
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
七

・
十
坪
間
を
画
す
る
坊
間
路
と

七
坪
宅
地
内
の
掘
立
柱
建
物

一
三
棟

・
井
戸
六
基
な
ど
で
あ
る
。
坊
間
路
は
、

素
据
り
の
東
西
両
側
濤
を
有
し
、
そ
の
心
々
間
距
離
は
、
八
ｍ
強
を
測
る
。
こ

の
幅
は
、
一二
丈

全
二
〇
尺
）
の
計
画
尺
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
三
丈
の
幅
員

で
計
画
さ
れ
た
坊

・
条
間
路
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
。　
一
方
、
七
坪

内
の
遺
構
群
は
、
柱
穴
の
重
複
関
係
や
建
物
間
隔
か
ら
み
て
、
四
時
期
に
わ
た

る
変
遷
が
と
ら
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
時
期
に
お
い
て
も
、
坪
内
部
を

地
割
り
す
る
明
確
な
施
設
の
痕
跡
は
認
め
ら
れ
ず
、
二
間
ｘ
三
間
程
度
の
小
規

模
な
建
物
が
雑
然
と
配
さ
れ
た
状
況
に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
し
た
坪
内
の
宅
地
の

様
相
は
、
従
来
、
宮
域
に
近
い
範
囲
で
確
認
さ
れ
た
幾
多
の
整
然
と
し
た
大
規

模
邸
宅
の
様
相
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
の
京
域
解
明
に
待
た

ね
ば
な
ら
な
い
点
は
甚
だ
多
い
が
、
本
調
査
地
に
、
あ
る
い
は
庶
民
階
層
の
生

活
空
間
の
よ
う
な
性
格
を
想
定
し
て
置
く
こ
と
も
無
駄
で
は
な
か
ろ
う
。

さ
て
、
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
発
掘
区
南
端
で
検
出
し
た
奈
良
時
代
後
期

の
井
戸
Ｓ
Ｅ
〇
五
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
井
戸
は
、　
一
辺
約
二
ｍ
の
方
形
掘
形
を

も
ち
、
針
葉
樹
の
株
木
を
縦
に
三
分
割
し
、
そ
の
内
部
を
到
貫
い
て
再
度
組
合

了喬二懸11^S:°。
1:ゴ :許呼
亀二る
°・瞥ゴⅢ税騨

平城京左京
擾笛磐経轟書麗

坊七・十坪
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わ
せ
た
も
の
を
井
戸
枠
に
据
え
て
い
る
。
枠
材
の
組
合
わ
せ
は
、
外
月
に
巻
い

た
縄
も
し
く
は
蔓
と
の
隙
間
に
、
三
箇
所
の
楔
を
使
用
し
て
仕
口
を
締
結
し
た

だ
け
の
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。
枠
各
部
の
寸
法
は
、
上
部
内
法
径
八
二
ｃｍ
・
底

部
同
径
六
八
ｃｍ
で
、
長
さ

一
六
九
ｃｍ
が
残
存
、
厚
さ
五
を

一
二
ｃｍ
を
測
る
。
到

貫
き
材
を
井
戸
枠
に
使
用
し
た
例
と
し
て
は
、
宮

・
京
域
内
を
通
じ
、
宮
第
二

次
内
裏
東
側
築
地
回
廊
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
七
九
〇
〇
が
知
ら
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
本
例

は
、
新
し
い
資
料
を
加
え
た
こ
と
に
な
る
。

木
簡
は
、
井
戸
粋
内
の
底
部
近
く
か
ら
、

「
平
城
官
Ｖ
」

相
当
の
上
器
類
と

伴
出
し
、
他
に
は
、
削
り
か
け

・
箸

・
曲
物
な
ど
の
木
製
品
、
土
馬
、
鉄
斧
の

出
土
が
あ

っ
た
。　
な
お
、
土
器
類
の
中
に
は
、

「
人
」
。
「
用
」
と
墨
書
さ
れ
た

も
の
二
点
が
含
ま
れ
て
い
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔下
倉
己

硼

「
山
□
□
人
豆
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（選
Ｘ
∞露
ミ
冨

□

「□
□
道
道
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
入
し
溢

ｏ３

①
は
、
人
形
の
胴
部
に
墨
書
さ
れ
た
人
宅
で
、
こ
の
人
形
に
は
、
他
に
眉

毛

・
鼻

・
口
。
髭
の
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。
人
形
に
記
さ
れ
た
人
名
で
判
読
が

可
能
な
例
は
、
こ
れ
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。
②
は
、
習
書
の
一
部
と
考
え
ら
れ

る
が
、
先
端
が
切
先
状
に
加
工
さ
れ
た
檜
の
糸
柾
の
薄
板
が
使
用
さ
れ
て
お

り
、
檜
扇
の
骨
の
末
の
部
分
に
あ
た
る
可
能
性
が
あ
る
。
　
　
　
（中
井

公
）

井戸 SE05使用の井戸枠 井戸SE05出土木簡 (人形・檜扇?)




